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TEL：０５７０-０６４-２０３（10：00〜17：00）プッシュ「６」
E mail：uni-kodomogeijutsu@gp.knt.co.jp
事業専用ウェブサイトURL：http://www.kodomogeijutsu.go.jp

※ 電話でのお問い合わせが⼀時的に集中する可能性がありますので、メールでのお問合せに御協⼒ください。
※ 事務局以外が申請書類の提出先になっている場合、締め切りや提出⽅法に関するお問い合わせは窓⼝とな
る各都道府県・政令指定都市等の担当部局へお問い合わせください。

令和４年度は、⽂化庁から事務業務の委託を受けて近畿⽇本ツーリスト株式会社が実施しています。
問合せは次の連絡先にお願いします。
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実施期間
令和４年１０⽉１⽇(⼟)〜令和５年２⽉２８⽇(⽕) (予定)
※採択を受けた場合、具体的な実施⽇程については、実施団体と学校間において調整を⾏うもの
とします。

実施回数
原則1校につき1企画 (公演の場合は1公演)

実施会場
原則として、実施校の教室⼜は体育館等
(複数の学校による合同開催の場合は⽂化施設または合同開催校での実施も可。ただし、会場及
び付帯費⽤は共催者⼜は地元主催者が負担する経費となります。)

実施対象
⼩学校・中学校・中等教育学校（前期課程）・特別⽀援学校（⼩学部・中学部・⾼等部）等
※ただし、「障がいを持った⼦供たちも主体的に芸術鑑賞・体験ができるよう⼯夫された取り
組み」については、特別⽀援学校や⽀援学級を含む申請を優先に派遣します。

申請者
上記実施対象の内、申請を希望する学校。（複数の学校による合同開催の場合は、代表する学校
の代表者。)

令和４年度⽂化芸術による⼦供育成推進事業－ユニバーサル公演事業－概要

１．事業の趣旨

⽂化芸術による⼦供育成推進事業は、⼩学校・中学校等において⼀流の⽂化芸術団体による実演
芸術の巡回公演を⾏い、⼜は⼩学校・中学校等に個⼈⼜は少⼈数の芸術家を派遣し、⼦供たちに
対し質の⾼い⽂化芸術を鑑賞・体験する機会を確保するとともに、芸術家による表現⼿法を⽤い
た計画的・継続的なワークショップ等を実施することにより、⼦供たちの豊かな創造⼒・想像⼒
や、思考⼒、コミュニケーション能⼒などを養うとともに、将来の芸術家や観客層を育成し、優
れた⽂化芸術の創造につなげることを⽬的としています。ユニバーサル公演区分を設置すること
で、更に多くの⼦どもたちが⽂化芸術に親しみ、⽂化芸術を通して表現の多様性を認識し、障が
いへの理解を深める鑑賞・体験機会を提供することを⽬的とします。

２．実施内容

１

令和４年度⽂化芸術による⼦供育成推進事業−ユニバーサル公演事業−実施団体募集におい
て採択を受けた芸術団体が、⼩学校・中学校・中等教育学校（前期課程）・特別⽀援学校（⼩
学部・中学部・⾼等部）等に赴き、⼦供たちがより⾝近に芸術に触れ、表現の多様性を体感する
機会を提供します。

① 障がいを持ったアーティストが活躍する取り組み
② 字幕や⾳声ガイダンス等を設置するだけでなく、障がいを持った⼦供たちも

主体的に芸術鑑賞・体験ができるよう⼯夫された取り組み

＜ ユニバーサル公演の取り組み ＞
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令和４年度⽂化芸術による⼦供育成推進事業－ユニバーサル公演事業－概要

２

被派遣者
令和４年度⽂化芸術による⼦供育成推進事業−ユニバーサル公演事業−実施団体募集において
採択を受けた芸術団体。(6ページ〜9ページ参照)

参加者
• 児童・⽣徒、教職員、保護者等を対象としています。また、⽣徒の鑑賞環境及び実施団体が提
⽰する会場条件並びに安全の確保を優先としますが、地域住⺠（幼稚園、保育園児童を含む）
が鑑賞に参加することも可能です。

• 各企画では「鑑賞・体験可能⼈数の⽬安」を設定しています。これは、⼀定の鑑賞環境に配慮
した場合に受け⼊れが可能な規模を⽰しています。参加上限⼈数を超える場合も応募は可能で
すが、公演時の安全等の確保の観点から、鑑賞学年等の調整をお願いすることがあります。ま
た、鑑賞・体験可能⼈数の⽬安を超えていても体育館の形状や⼤きさによっては、受け⼊れが
可能な場合もあります。

• 単独校での申請の他、複数の学校による合同開催での申請が可能です。合同開催等のため、会
場に移動する際は交通費（公共交通機関⼜は貸切バス等を想定）を申請することができます。た
だし、合同開催校の組み合わせにおいて、申請校を交替して複数件申請することは認められま
せん。

※ 新型コロナウイルス感染症拡⼤予防対策としての複数回公演(鑑賞⼈数の分散)等の対応について
は、実施時期及び地域の状況並びに事業全体の予算執⾏状況等を勘案し、協議の上で決定しま
す。

主催者
主催者及び共催者は次のとおりですが、必要に応じて会場の管理者、市区町村、市区町村教育委員
会を「地元共催者」として加えることができます。

[主催者] ⽂化庁
[共催者] 都道府県、都道府県教育委員会、政令指定都市、政令指定都市教育委員会のいずれ

か⼜は複数及び実施校
※以下、共催者及び⽂化庁が認める共催者(会場の管理者、市区町村、市区町村教育委員会)を
あわせて「地元共催者」と表記します。

経費
次の経費については⽂化庁が負担します。
• 公演に直接係る経費（出演料、公演料等）及び公演団体が会場へ移動する旅費・運搬費
• 児童・⽣徒が実施会場に移動する場合の経費（バス借上料、公共交通機関運賃等）
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令和４年度⽂化芸術による⼦供育成推進事業－ユニバーサル公演事業－概要

３

経費(続き)
次の経費については、共催者⼜は地元共催者が負担する経費となります。
• 学校の施設設備の使⽤及び条件整備に係る経費(光熱⽔料、ピアノ移動・調律費、暗幕設
置経費等）

• ⽂化施設を利⽤する場合の経費（会場借上料（付帯設備等を含みます））
• 諸雑費(お茶代等)

３．実施方法

ユニバーサル公演におけるプログラムの実施⽅法には次の2種類があります。

ワークショップを中⼼とする企画連続したワークショップ等を通して
実演や作品の鑑賞・体験機会を提供するプログラム

※ ワークショップの⼀環として実演を披露するものを含みます。

※ 各プログラムの内容は、次のウェブサイトより実施団体の「出演希望調書」を取得の上、
確認してください。掲出先https://www.kodomogeijutsu.go.jp/universal/r4_info2.html

公演をメインプログラムとする企画D区分

Ｅ区分

プログラムの種類（区分）

採択決定後、実施の流れ

○実施校におけるヒアリング
実施団体が、実施校へ連絡を取り、⽣徒の健康上の理由により配慮が必要な事項や、効果を⾼
めるための⼯夫等について、事前にヒアリングや打ち合わせ等を⾏います。

○⽂化芸術団体によるワークショップ
公演やメインワークショップにおける鑑賞や体験をより効果的なものとするために、⽂化芸術
団体のメンバーが事前に実施校に赴き、児童・⽣徒に対して鑑賞指導や実技指導を⾏います。
なお、ワークショップの標準回数や実施時期(メインプログラムの前後⼜は同⽇等の設定)につ
いては、各プログラム事に異なりますので、応募前に必ず実施団体の「出演希望調書」にて御
確認ください。

○優れた実演芸術の公演、メディア芸術におけるメインプログラムの実施
優れた実績を有する⽂化芸術団体を学校に派遣して実演芸術等の公演またはメディア芸術等の
体験型プログラムを実施します。
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令和４年度⽂化芸術による⼦供育成推進事業－ユニバーサル公演事業－概要
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Ｄ区分 Ｅ区分

図：応募から実施まで

応募

採否決定

• 各プログラムの内容や実施にあたっての条件等が記載された「出演希望
調書」を取得し、実施を希望するプログラムを第三希望まで選択します。

• 申請⽅法については5ページを御参照ください。

申請希望校が応募書類を作成し、事務局へ提出します。

団体による
ヒアリング

実施

報告書提出

実施内容確定

• 採択時には、実施を⾏う学校とその学校で実施するプログラムを決定し
ます。

• 採択校へは実施にあたっての⼿続きや留意事項を記載した「実施の⼿引
き」を配布します。

事務局より都道府県・政令指定都市担当部局を通じて
応募校へ採否結果をお知らせします。

※ 各実施団体は、複数の採択校との調整を⾏います。また、決められた予
算の中で実施する必要があるため、学校側のすべての御要望に沿えると
いうことではありませんが、ヒアリングの上、対応が可能な範囲で学校
や児童・⽣徒の状況にあわせて実施内容の調整を⾏います。

※ 対⾯でのヒアリングの他、実施時の安全確保等を⽬的として会場下⾒を
⾏う場合があります。

実施団体が実施校へヒアリングを⾏った上で、実施⽇の
決定及び実施内容の調整をします。

実施⽇及び内容確定後、実施団体より事務局へ実施計画
を提出します。

公演をメインプログラムと
する企画

ワークショップを中⼼とす
る企画

原則として本公演1回まで
ワークショップ最⼤3回まで

原則として連続したワーク
ショップ最⼤5回まで

※ ワークショップの標準実施回数はプログラム毎に異なります。応募前に
必ずご確認ください。

※ D区分・E区分ともに特別⽀援学校等での実施において、提案した企画
規模の範囲内においてワークショップの実施回数を調整して対応する場
合がございます。

実施校においても、参加⼈数や効果について報告書の
作成・提出が必要となります。

10⽉1⽇〜2⽉28⽇

応募締切
9⽉5⽇

決定通知受取後

9⽉下旬頃

実施後30⽇以内
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実施校決定後は、原則として本事業の延期・中⽌は認められませんので、申請にあたっては
⼗分に御検討ください。

1．提出先

２．提出期限

３．提出が必要な書類

ユニバーサル公演事業申請書類の作成について

⽂化芸術による⼦供育成推進事業事務局 ユニバーサル公演事業係
【 E mail】 uni-kodomogeijutsu@gp.knt.co.jp

令和４年9⽉5⽇(⽉) 23時59分 (受信必着)

※ 都道府県・政令指定都市等所管の箇所によっては、提出先が異なる場合があります。都道府
県・政令指定都市等から別途指⽰があった場合は、その指⽰を踏まえて書類を提出してくだ
さい。

※ 提出時のデータ名は指定の名称「【R4_UNI_申請】_(申請校名※正式名称)」としてください。
なお、指定のデータ名称は、様式内のシート「データ名等取得⽤シート」から取得すること
ができます。

【様式1-1】実施希望調書 (基本調書)
【様式1-2】実施希望調書 (実施可能⽇程調査票)

※データは【様式1-1】実施希望調書 (基本調書)と【様式1-2】実施希望調書 (実施可能⽇程調
査票)が⼀連となった状態でデータを分けずに御提出ください。

※ 提出時のデータ名は指定の名称「【R4_UNI_申請】_(申請校名※正式名称)」としてください。
なお、指定のデータ名称は、様式内のシート「データ名等取得⽤シート」から取得することが
できます。

４．提出形式

 Excel形式で作成の上、メールにデータを添付のこと。
※ 郵送での提出は受け付けません。
※ メール送信後、3営業⽇以内に受信の確認をお知らせするメールが届かない場合は、メール

が未受信の状態となっている可能性があります。必ず事務局へ電話にて御連絡ください。

5
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令和4年度⽂化芸術による⼦供育成推進事業−ユニバーサル公演事業−
公演団体・企画⼀覧

企画ID 公演団体名・制作団体名 企画名

UNI_01 公演団体：NPOみんなのことば
制作団体：特定⾮営利活動法⼈ みんなのことば 参加型クラシックコンサート＆ワークショップ

UNI_02 公演団体：Smile Music
制作団体：株式会社 ノジリスタジオ Smile Music

UNI_03 公演団体：有限会社 アーツ・カンパニー
制作団体：⼀般財団法⼈オペラアーツ振興財団 童話オペラ 『泣いた⾚⻤』

UNI_04 公演団体：デフ・パペットシアター・ひとみ
制作団体：公益財団法⼈現代⼈形劇センター

デフ・パペットシアター・ひとみ
「河の童」

UNI_05 公演団体：世⽥⾕パブリックシアター
制作団体：公益財団法⼈せたがや⽂化財団

障害のあるアーティストが⾃らの⼈⽣を伝える演劇
プロジェクト

UNI_06 公演団体：東京演劇集団⾵
制作団体：株式会社 東京演劇集団⾵ みんなで楽しむバリアフリー演劇

UNI_07 公演団体：スーパーパントマイムシアターSOUKI
制作団体：有限会社想起

スーパーパントマイムシアターSOUKI
[パントマイムショー]

UNI_08 公演団体：TEAMパフォーマンスラボ
制作団体：株式会社オフィスパフォーマンスラボ

マジックとサーカスが奇跡の融合
『ミラクルイリュージョンサーカス』

UNI_09 公演団体：⼀般社団法⼈ ピッカ みんな輝け！ピッカピカ祭り
⽣演奏と⽴廻剣術＆マジックによる⽂化芸術公演

UNI_10 公演団体：特定⾮営利活動法⼈ 国際⽂化交流促進協会
カルティベイト ぼくらしく キミらしく

UNI_11 公演団体：⼀般社団法⼈ ジェネシスオブエンター
テイメント 共に⽣きる〜⾞いすダンス公演

UNI_12 公演団体：⼤藏流狂⾔
制作団体：⼀般社団法⼈EXTRAD ⾝体で感じる伝統芸能 ⼤藏流狂⾔

UNI_13 公演団体：⼀般社団法⼈ 沖縄歌舞劇団 美
制作団体：株式会社 CHURA 舞踊劇 「太陽（てぃーだ）の花」

UNI_14 公演団体：和太⿎グループ彩―sai-
制作団体：⼀般社団法⼈⾳楽芸術協会 楽しいが響きわたる！和楽器の総合芸術鑑賞会

UNI_15 公演団体：障がい者⻑崎打楽団 瑞宝太⿎
制作団体：社会福祉法⼈ 南⾼愛隣会 〜⽣きた⾳を感じる〜 瑞宝太⿎学校公演

6
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7

企画ID 分野
（⼤項⽬）

分野
（中項⽬）

取り組
み 区分 実施可能地域 鑑賞・体験可能⼈数⽬安

（WS） （本公演）

UNI_01 ⾳楽 室内楽 ② E区分
限定なし
※但し午前実施を希望する場合は、関東
に限ります。

20〜30名 -

UNI_02 ⾳楽 アンサンブ
ル ② D区分 限定なし 50名 70名

UNI_03 ⾳楽 ⾳楽劇 ② D区分 限定なし 80名 600名

UNI_04 演劇 児童劇
（⼈形劇） ①② D区分 南関東、北関東・甲信、北陸、東海、近

畿、中国、四国、福岡県 20〜30名 300名

UNI_05 演劇 演劇 ① D区分
東京都世⽥⾕区より、⾞椅⼦が乗⾞でき
る電⾞・駅での電⾞移動⼜は⾞移動が可
能なエリアであれば、実施が可能。

40名 40名

UNI_06 演劇 演劇 ② D区分 限定なし 1000名 800名

UNI_07 演劇 パント
マイム ② D区分 限定なし 20名 200名

UNI_08 演劇 マイム・
クラウン ② D区分 限定なし 100名 制限なし

UNI_09 舞踊 剣舞 ①② D区分
埼⽟県、千葉県、東京都、神奈川県、茨
城県、栃⽊県、群⾺県、⼭梨県、⻑野県、
静岡県、福岡県、佐賀県、⻑崎県

50名 200名

UNI_10 舞踊 現代舞踊 ①② D区分 南関東、北関東・甲信、北陸、近畿 200名 3000名

UNI_11 舞踊 現代舞踊 ① D区分 近畿（滋賀県、京都府、⼤阪府、兵庫県、
奈良県、和歌⼭県）

実情に応じ
て 500名

UNI_12 伝統芸能 歌舞伎・
能楽 ② D区分 限定なし 100名 500名

UNI_13 伝統芸能 演芸 ② D区分 限定なし 26名 全校⽣徒

UNI_14 伝統芸能 邦楽 ② D区分 限定なし 120名 1500名

UNI_15 伝統芸能 邦楽 ① D区分 限定なし 実情に応じ
て 全校⽣徒

令和4年度⽂化芸術による⼦供育成推進事業−ユニバーサル公演事業−
公演団体・企画⼀覧3



8

令和4年度⽂化芸術による⼦供育成推進事業−ユニバーサル公演事業−
公演団体・企画⼀覧3

「公演団体」と「制作団体」の違い

 「公演団体」は実際に学校へお伺いする団体(実際に実演をする芸術家のグループ)
の名称です。「制作団体」は公演等の実施にあたり、学校との調整や実施に向けて
の準備、事業に関する事務⼿続きなどを⾏う団体の名称、または、団体が⼿続き等
を⾏う上での正式名称です。

 ⼀覧では、公演団体と制作団体が同⼀の組織である場合も、「制作団体」に団体の
正式名、「公演団体」に公演時の略称を表記しています。

 公演団体名と制作団体名が同⼀名称である場合は「公演団体」のみの表記としてい
ます。

実施可能地域について

出演者等の健康上の理由から、実施可能地域について制限がある場合があります。
応募にあたっては、上記「実施可能地域」を御確認ください。なお、県境など、地域
によっては、上記に明記されている地域以外であっても実施が可能な場合もあります
が、できる限り、実施希望企画第⼀希望〜第三希望までに対象地域内の企画を1つ以上
含めていただけるようお願いいたします。

取り組みについて

① 障がいを持ったアーティストが活躍する取り組み
② 字幕や⾳声ガイダンス等を設置するだけでなく、障がいを持った⼦供たちも主体

的に芸術鑑賞・体験ができるよう⼯夫された取り組み

公演団体・企画⼀覧について

1

2

3
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MEMO
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ユニバーサル公演事業申請書類記⼊例４

合同開催校がある場合は必ず全校分記載

⼊⼒必須

合同開催校が2校以上ある場合は、
データの左側(⾒出しバー)に表⽰さ
れている「+」マークを押下すると3
校⽬以降の⼊⼒欄が表⽰されます。

重要

【様式1-1】
実施希望調書（基本調書）
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ユニバーサル公演事業申請書類記⼊例４ 【様式1-1】
実施希望調書（基本調書）
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ユニバーサル公演事業申請書類記⼊例４

任意

⼊⼒必須 右の団体IDを選択すると、⾃動で表⽰されます。

⼊⼒必須

⼊⼒必須

任意

【様式1-1】
実施希望調書（基本調書）



４
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ユニバーサル公演事業申請書類記⼊例

団体IDを選択すると、⾃動で表⽰されます。

実施可能地域や上限⼈数等応募
にあたって必ず事前確認が必要
な項⽬がが表⽰されます。
特に、企画によっては、出演者
の⾝体的な理由により、実施で
きる地域が限られている場合も
あります。

また、上限⼈数の⽬安について
は、2ページで説明していますの
で、併せて御確認ください。

https://www.kodomogeijutsu.go.jp/universal/r4_info2.html

令和4年度⽂化芸術による⼦供育成推進事業（ユニバーサル公演事業）
実施団体・企画情報⼀覧掲出先

実施条件をすべて満たしていないと申請できないもしくは採択されないということではあり
ませんが、採択された場合において、実施団体が実施を⾏う場合の準備や、実施時の安全に
関わる事項であるため、実施を希望する企画の実施条件等については、必ず御確認いただき、
満たしていない条件や実施にあたって⼼配な点がある場合は、できる限り記載してください。

「4．実施を希望する企画」において、希望する企画のIDを選択すると、シート【様式1-2】
の実施可能⽇程調査票へ、希望した団体の実施可能スケジュールが⾃動で表記されます。
「申請校の予定」欄を回答後に左の「7．実施可能⽇欄」において「実施可能⽇⼊⼒済み」を
選択してください。
実施可能⽇の⼊⼒については14ページを御参照ください。

過去の応募状況や応募年度がお分かりにならない場合は「わからない」を選択いただいて結
構です。

【様式1-1】
実施希望調書（基本調書）



４
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ユニバーサル公演事業申請書類記⼊例

①

②

① 【様式1-1】実施希望調書(基本調書)で選択した団体名が表⽰されているか御確認くだ
さい。

② それぞれの団体の実施可能⽇が「○」と表⽰されています。⼀つでも実施可能な企画
がある⽇程については、申請校の予定の「午前」、「午後」の欄がオレンジ⾊に表⽰
されています。

③ ⽬安として午前(8時〜12時)、午後(12時〜16時)の内、概ね3時間の使⽤が可能な場合
は、 「○」を選択してください。⼀部の時間帯が使⽤不可の場合は、「○」を選択の
上、備考欄で使⽤できない時間帯を教えてください。

④ 各団体の「前⽇仕込みの有無」欄を御確認いただき、「あり」となっている企画が含
まれる場合、実施可能⽇前⽇の午後に体育館への舞台装置搬⼊や設置作業が⾏えるか
の可否を御回答ください。

⑤ 実施時間帯について⼼配なことや、連絡事項がある場合は備考欄へ記⼊してください。

③

④
④

⑤

【様式1-2】実施希望調書
（実施可能⽇程調査票）



４
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ユニバーサル公演事業申請書類記⼊例

初期の状態では、データ名はExcel関数を⽤いて作成されています。このままの状態でコ
ピーをしようとすると、関数がコピーされてしまいますので、転記の前に次の⼿順で、デー
タ名を値化します。
（データ名やメールの件名は表⽰された値を参照して⼿⼊⼒していただいても結構です。）

データ名等取得⽤シート

 データ名等取得⽤シートの使い⽅

①データ、メール件名
が表⽰されているセル
を選択し、右クリック
してください。 ②メニューの中からコピー

を選択します。

次に③のセルを選
択し、④画⾯左上
の「ホーム」から
⑤「値の貼り付
け」を選択します。

⑥データ名が値
化されましたの
で、データ名を
コピーして必要
箇所に転記して
ください。



⽂化芸術による⼦供育成推進事業専⽤ウェブサイト掲載画⾯【参照】

16

５
https://www.kodomogeijutsu.go.jp/

2022.08.01
令和4年度 ユニバーサル公演事業 実施
団体 募集開始のお知らせ
詳しくはこちら１

２

３

①、②、③の箇所より募集情報を確認することができます。
いずれかの箇所をクリックすると下のページに移動します。

(次のページへ続く)

※ただし、実施団体(企画)毎に実施可能地域が異なります。企画毎の実施可能地域については下部に掲出する「令和4年度⽂
化芸術による⼦供育成推進事業（ユニバーサル公演事業）実施団体・企画情報⼀覧」⼜は募集要領にて御確認ください。

https://www.kodomogeijutsu.go.jp/universal/r4_info2.html
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⽂化芸術による⼦供育成推進事業専⽤ウェブサイト掲載画⾯【参照】５

https://www.kodomogeijutsu.go.jp/universal/r4_info2.html

(次のページへ続く)

取得必須

取得必須

実施を希望する企画の資料は必ず御⼀読ください。
ダウンロード

※郵送での応募は受け付けません。
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⽂化芸術による⼦供育成推進事業専⽤ウェブサイト掲載画⾯【参照】５

https://www.kodomogeijutsu.go.jp/universal/r4_info2.html


